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に改める,，

附則

(施行期口1

 Iこの条例は，πから施行する.、

<川崎TVぼ少印センク-染例の免lb

2川崎市#少年センクー条例 く昭和邪年川崎市粂例弟

25引it, mる

り|iMrh_ふれあい館亮例の-」部改正）

.'i川崎市ふれあい旭粂例（昭和Gス年1|崎市条例第以号)

の・部を次のように&!|・:する,

第S染(兒川Lを穴む,,）中『事業の連営」を「符

耶：に改める,，

川崎市ri転単我走実施*例の・郎を改il・:する条例をこ

こに公布する。

乎成1・1年1川口 IJ

川|^市妓阿部孝夫

川蛸市条例梢45号

川崎山自転中後走其施粂例の一部を改正する粂柄

111崎市杓后車披走実施条例[町和37年川崎市条例第36

・；）の一部を次のように改」Eする.，

染1粂|||「行なう」を「けう」に.「白転革K技法施

む規則（昭和23年商エ酋令第2がJ」を「白転車¢¢技法施

行酬(Y・成W年経済睦集省令弟97号Jに改める。

第2条第1項中「行なう」を，「行う」に改め・同粂弟

；；項中「實」をI武め」に・「第2粂Jを「第4粂」に

改める。

附則

この条例は，公布のHから施行する、

川崎市公害防出埠生活環境の保令に関する条例の一部

を改正する条例をここに公布する,，

平成1怖12fl27日

阿撤孝央

川崎市条桝第46号

川崎市公¥坊止等生活環境の保全に関する条例の

一郎を改正する条例

J::崎市公害防出等生活環境の保全に開する条例（平成

I t]イ|-:川wrb条例染!5[)蜂）の…・都を次のように改正する。

“火中1'第304条」を「花104条の2Jに，「第3節

a動ポ管即計画の娥定帶 く弟1芯粂~弟1川条)」を「第

3節肖勤小排出ガスの排川|印制等に関する指針(^105

'粂一酢]10条)」に改める。

冶条の兄出し中C義掛」をI爽務」に改め。同条

$2項中rs勤$の取茹を萊とする昔」を[a勤.樋充

業片|に・r自動琢環境情報を説明するよう努めるとと

もに,当該旧拗市を購入しようとする老-から自動け¢環境

情報についての説明を求められた堪&(こは，当該口勤¢

に係る自勤|i(環埼仕様番を祝示して|を「ウ勤車唄境恃

 報について.当該π動車に係る白動中:環境什梯書を交付

して」に改め，£川項を同条第3攻とし.阿粂第！項中

'「白勅単の販売を栗とするtfiをI以動申-販売粟荷」に

改め・同項を同条第2頂とし、同功の前に次の1項を加

Aる。

白動堺の販売を装とする& (以ド「自動取販免策者」

という。）は，低公害車の普及に努めなければならな

 い。

第1C0灸の次に次のへ条を加える，.

 cπ勤取を阪売する者への肋吉亦）

第L(X)条の2 市位は，拘勤単販光榮者が，正当な理由

| がなく前粂第2項父は游3項の規定に.逆反していると

； 叔めるときは，その者に対し-ム要な措腰を讓ずるよ

I う勧告することができる。

  | 2 MSはt前項の規定[こ1る勧̂を受けた者が・当該
勤告に從わなかったときは，i，滾勧告を受けた者の氏

名，逼反の革実その他の規則で定める事項を公表する

ことができる。

3市畏は.前項の規定(こよ1}公表しようとするときは，

あらかじめ，第】項の規定による酌苦を受けた者に意

兒を述べる機会を与えるものとする。

C低公害卑の阪売状況の報告！

第10(1条の3 市長ktT It抽単販光榮者に対し，低公害

屯の板売状況について報告を求めることができる。

(IH劾車を製造する省のR務）

SlOi)条の1自動軍の製造を業とする者は.低公替車

の開発に努めなければならないu

(自動単を整備する者の寅務）

第100条の5自動屯の整W)を策とする哲は，自動布の

整備を行うとき|±,自動一¢・・の排出ガスを帝化す*ため

に当該自勘単に仰え付けられた拔®を点検し，その枯

洪を当該ft動車の整備を依賴した片に対して説明する

よう努めるとともに，当該装置の適花な笹理について

必要な助雷を行うよう努めなければならない。

游条中「の運転をする昔」を「を遇転する昔Jに

改め、同条に次の1項を加える。

4 ―
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2自動屯を使用する事突者け，当ぷ自動車を運転する

片によって，前項の規定が遵守されるように，適切な

措!£を溝じなければならない.，

弟102条の次に次の1条を加える,，

(自動革を運転する者等への勧苦1

anuz粂の2 rU班は，自勤IUを通fcする者又は自曲車

を使川する取策敦珀曲条の規足に途KしているとS

めるときは・その者に好しh必紫・な措收を講ずるよう

勧告することができるn

芯103条第I項中r前条ただし杏jを く弟i〇2粂第1項

ただし丼」に改める¢

第10米第2節中狼104条の次に次の1棄を加える。

t外祕抵源投備の設囲）

第104条の2冷!¢¢又は冷凍 く以下r冷¢等」という。>

の装!W一を打するM・物自動草め貨物の榜卸しをする施段

の設粗者は，当描貨物自動爪が貨物の積卸しのために

停出した場;>において・当桟貨物日動中:の原動機を停

±匕た状で当該貨物自動也の$蔵等の装諏を稼#iさ

せるための外部電源没偏を股肢するよう努めなければ

ならない。

「第3節白勤取管理針画の笛定等」を「陷3節自

的)取排ihガスの排出抑制等に問する指針」に改めるn

弟105粂及び弟1M条を次のように改める。

弟!05粂及び¢削除

的円

9.如!}円

i3,M0 円

り.刷円

27,700 円

83,1(W 円

1.単W 13,800!']

  片27,W}〇n!

  !R.〇[!〇n S4,600円169.20(J円 I 年衒 37!Uf30円

  tt.Kdd|1)| ]4,|tW円
  ―~~'

顧酬

Ei.Xdllfl

;9,K〇r）E7I

に改める。

附則

この粂例は,

34,1(10円;28,2110円

・12.3劇 K4.IKW 円

1吼位 H.4MF!
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平成[5<|・:4月1Hから施ひする・・

  ! 川崎iff交通災害共済条例を播lhする条例をここに公布

1する.-
' 平成14年12川27U

川崎市畏14部孝夫

川崎市条例第<53号

川崎市*通災害共済条例を|免||:する粂刺

川崎市交通災害共済粂例 く昭和4的・:川崎布条例第祝

は.廃止する。

附則

第107条中「の使用事粟者」を「を使用する取業者」

に改める。

第1此条から第1W条までを次のように改めるc

第]08条からぶ110条まで削除

第12リ粂第1項中「事策所」の次に「行しくは自助車

の所在すると認める場所」を加える。

附則

この粂押は.平成is年4月1gから施行する。

卿朗tl)

 1この条例は，平成15年s月1πから施行する。ただ

し・附則第；[項及び第5項の規定は公布のilから.附

 則第[；項から第S項までの規定は平成16年4 π1りか

ら施行する。

(経過措置）

2この条例の施行の口前に発生した交通事故による災

$に係るU:済見舞金の支給及び箭求については，なお

川崎・ilf立看護短期大学条例の一部を改する条例をこ

こに公布する。

平成14年12月27 E3

川時市畏阿部牟夫

川崎市条例第47号

川崎市立看®短期大学条例の一部を改犯する条例

川崎市立希獲短期大学灸例（平成S年川崎市条例第35

号> の一部を次のように改]Eする。

別表の1入学選考料-游の表中

18,鵬円

lUOOPI

S3.10OR て 66,加0円 | 平餌 351,8005'・4
13.350R 27,700円1 VtiZ i 3.3001']

  iiPGZ I3.a〇0 円

従前の例による。

 3この粂例の施行のπの前πに*いて川崎市交通災害

共済i¥営協遇会香貝である者の任期は，廃止府の条例

第口粂第4項の規定マかかわらず.その0に滴了する。

4この条例の施行の於現に鹿止前の条例の脱定により

貸付中の苫に係る其済玲什金の供週及び返週について

は，なお従前の例によ5〇

(新入学W帝の特例）

5乎成15年・1月I日以後に小学校又は&学校.聾唯校

苦しくは逆謖学校の小学部に新たに入学する昔につい

ては・栗土前の条例第5繡3功第2廿及び幣3杏第

3項の規定は，適用しないn

(川蜻市基金条例の--部改ffj

IS川崎i斤基企条例側和46年川崎・市条例第2号）ぴ!一

部を次のように改正する、

5


